
　

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
、
就
学
が
困
難
と
認
め
ら

れ
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
て
、
学
校
給
食
費

や
学
用
品
費
の
一
部
を
援
助
し
ま
す
。
毎
年
度
の
申

請
が
必
要
で
す
。

■
援
助
対
象
者

　

�　

生
活
保
護
法
に
規
定
す
る
要
保
護
世
帯
に
準
ず

る
程
度
に
困
窮
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
世
帯

■
援
助
項
目

　

�　

給
食
費
、
学
用
品
費
、
通
学
用
品
費
、
新
入
学

児
童
生
徒
学
用
品
費
、
修
学
旅
行
費
、
宿
泊
体
験

学
習
費
な
ど

　

※
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
に
つ
い
て

　
　

�

新
１
年
生
と
新
７
年
生
は
認
定
後
４
月
の
初
め

に
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
受
給
を
希
望
さ
れ
る
人
は
２
月
中
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い

■
申
請
方
法

　
�　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
で
申
請
を
受
け
付
け

ま
す
。
申
請
後
に
定
例
教
育
委
員
会
で
審
査
さ
れ
、

認
め
ら
れ
れ
ば
認
定
と
な
り
ま
す
。

　

�　

世
帯
の
収
入
や
資
産
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
認
定

さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

�　

現
在
、
受
給
中
の
人
は
学
校
を
通
じ
て
申
請
書

を
配
布
し
ま
す
。
来
年
度
も
受
給
を
希
望
さ
れ
る

人
は
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

就
学
援
助
制
度
の

ご
案
内問 

学
校
教
育
課 

学
務
指
導
係
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お
知
ら
せ

令和 ７年度 多久市郷土資料館 冬季企画展
「謎の多久氏を探す」展
～発掘調査から見えてきた多久の歴史（中世編）～

問 多久市郷土資料館　☎0952−75−3002

　鎌倉時代に下向してきたと伝わる、謎の
御家人 ｢多久氏｣ に関連した出土品などか
らわかる鎌倉～室町時代を中心にした多久
盆地の様子と、｢多久氏｣ にとって代わり戦
国を生き抜き多久の基礎を造った ｢龍造寺
氏｣ (後に改姓して多久家)についての展示
を行います。
■会　期　 ４月 ５日㈰まで
■休館日　月曜日
　※月曜日が祝日の場合は翌火曜日が休館日
■場　所　多久市郷土資料館　第 ２展示室
　多久市多久町１９７５番地（西渓公園内）
■入館料　無料

▲�

多
久
市
重
要
文
化
財

　
前
多
久
家
石
造
供
養
塔

　（
南
多
久
町
延
寿
寺
境
内
）

▲�

中
国
製

　
輸
入
陶
磁
器

　
（
多
久
町
茶
園
原

　
　
遺
跡
出
土
）

広 告


